
平成２６年度 第２回 研究評価委員会 

開催日時  

  平成２７年３月１０日（火）13～17時 15分 

 

完了評価対象課題と評価結果 

 

 

評価委員総括意見から 

（１）牛肉味覚成分研究事業 

 ビタミン A制御の危険性を減らして飼育できることについて、さらに追及すべき。 

長期の研究が必要である。 

評価の高いブランドの評価をさらに高めることは難しい研究課題である。 

 

（２）資源循環型等みえの牛乳商品提供モデルの構築 

試験結果は明確であるが、これまで分娩間隔が長かった原因の追究が必要である。 

 

課 題 名 目標の達成度 得られた成果 成果の発展性 今後の進め方 合計

（１）牛肉味覚成分研究事業
（平成23～26年度 大家畜研究課 ）

4.0 4.3 4.3 4.5 17.0

（２）資源循環型等みえの牛乳商品提供モデル
   の構築

（平成24～26年度 家畜改良繁殖研究課 ）
4.5 4.5 4.8 5.0 18.8


